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Ⅰ．調査の概要 

１．調査の目的 

（仮称）第４次山形市環境基本計画の策定にあたり、市民の環境に対する意識や意見を把握し、計画

策定の基礎資料とするとともに、今後の環境施策に反映させていくことを目的として実施した。 

 

２．調査対象及び抽出方法 

住民基本台帳登録市民から無作為抽出した市民 2,000 名。 

 

３．調査内容及び調査方法 

環境に関する意識等について（別紙調査票による）、郵送により発送・回収（礼状兼督促状の発送１

回） 

 

４．調査期間 

令和２年２月 10 日～令和２年３月 13 日 

 

５．回収結果 

対象 標本数 有効回収数 有効回収率

（％） 

無作為抽出の住民基本台帳

登録市民 
2,000 1,020 51.0％ 
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７．回答者の属性 

① 性別 

性別の全体構成は不明を除いて「男性」が 52.5％、「女性」が 47.5％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  男女比（不明含む）         図 2  男女比（不明除く） 

 

② 年代 

年代は 50歳代以上が 63.4％を占めていた。 

 

図 3  年代別回答者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  年代割合 
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③ 居住年数 

居住年数は「40年以上」が 47.6％で最も多くを占めており、全体の 76.3％の居住年数が 20年以上で

あった。 

 

図 5 居住年数別回答者数居住 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 居住年数割合 
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④ 職業 

職業は「会社員、公務員、団体職員」が 40.0％と最も多くを占めており、次いで「無職専業主婦また

は主夫以外の人」が 18.2％、「専業主婦主夫」が 14.7％であった。 

 

図 7  職業別回答者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8  職業割合 
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⑤ 居住地 

 

 

図 9  居住地別回答者数 
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Ⅱ．環境問題全般についての分析 

１．項目別順位（現状評価・重要度） 

 

※数値は満足が５、やや満足が４、どちらともいえないが３、やや不満が２、不満が１とし合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

 

図 10 現状評価 
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2．ごみやし尿処理が適切で衛生的であること

6．空気がきれいであること

5．災害等の危険が少ないこと

1．すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であること

12．身近に緑とふれあえる場所があること

11．土に安心してふれられること

8．まちが静かであること

9．まちが清潔であること

18．市全体の自然環境が豊かであること

7．川､水路がきれいであること

19．自然とふれあう機会や場所が沢山あること

16．公園等まちにゆとりのある空間があること

3．日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと

37．まつり､市､伝統芸能などの伝統的な行事

13．身近に水や水辺とふれあえる場所があること

10．地下水に恵まれていること

23．うるおいをもたらす里山があること

38．伝統工芸､郷土芸能などの伝統文化

39．歴史的な地名､町名

14．まち並みが美しいこと

36．遺跡､史跡､記念碑､大木､樹木

32．ごみの減量化･ﾘｻｲｸﾙ活動の推進

34．古いまち並みや建物

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること

15．歩道等が安全であり快適であること

35．近代的なまち並みや建築物

25．省資源､省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進

33．再利用､再使用などの推進により､循環型社会を構築すること

41．環境活動を行う市民団体等との連携

22．野生動植物の生息環境保全について

24．気候変動対策

40．環境に関する情報提供や学習会の充実

30．化学物質ﾀﾞｲｵｷｼﾝなどの化学物質による健康問題への対策

29．森林の適切な管理の推進

26．再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入の推進

20．外来種による生態系への影響についての対策

42．家庭や事業所における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入等への､国や自治体による助成制度の充実

27．ｵｿﾞﾝ層の保護

21．野生動物による農作物や生活への被害対策

28．酸性雨雪への対策

31．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等による海洋汚染の防止
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図 11 現状評価内訳 
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2．ごみやし尿処理が適切で衛生的であること

6．空気がきれいであること

5．災害等の危険が少ないこと

1．すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であること

12．身近に緑とふれあえる場所があること

11．土に安心してふれられること

8．まちが静かであること

9．まちが清潔であること

18．市全体の自然環境が豊かであること

7．川､水路がきれいであること

19．自然とふれあう機会や場所が沢山あること

16．公園等まちにゆとりのある空間があること

3．日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと

37．まつり､市､伝統芸能などの伝統的な行事

13．身近に水や水辺とふれあえる場所があること

10．地下水に恵まれていること

23．うるおいをもたらす里山があること

38．伝統工芸､郷土芸能などの伝統文化

39．歴史的な地名､町名

14．まち並みが美しいこと

36．遺跡､史跡､記念碑､大木､樹木

32．ごみの減量化･ﾘｻｲｸﾙ活動の推進

34．古いまち並みや建物

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること

15．歩道等が安全であり快適であること

35．近代的なまち並みや建築物

25．省資源､省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進

33．再利用､再使用などの推進により､循環型社会を構築すること

41．環境活動を行う市民団体等との連携

22．野生動植物の生息環境保全について

24．気候変動対策

40．環境に関する情報提供や学習会の充実

30．化学物質ﾀﾞｲｵｷｼﾝなどの化学物質による健康問題への対策

29．森林の適切な管理の推進

26．再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入の推進

20．外来種による生態系への影響についての対策

42．家庭や事業所における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入等への､国や自治体による助…

27．ｵｿﾞﾝ層の保護

21．野生動物による農作物や生活への被害対策

28．酸性雨雪への対策

31．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等による海洋汚染の防止

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満
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※数値は重要であるが５、やや重要であるが４、どちらとも言えないが３、あまり重要でないが２、重要でないが１とし 

合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

図 12 重要度 
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15．歩道等が安全であり快適であること

31．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等による海洋汚染の防止
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33．再利用､再使用などの推進により､循環型社会を構築すること

25．省資源､省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進

27．ｵｿﾞﾝ層の保護

26．再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入の推進

24．気候変動対策
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36．遺跡､史跡､記念碑､大木､樹木

34．古いまち並みや建物

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること

40．環境に関する情報提供や学習会の充実

41．環境活動を行う市民団体等との連携

39．歴史的な地名､町名

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること

35．近代的なまち並みや建築物
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図 13 重要度内訳 
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5．災害等の危険が少ないこと

2．ごみやし尿処理が適切で衛生的であること

6．空気がきれいであること

3．日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと

9．まちが清潔であること

7．川､水路がきれいであること

32．ごみの減量化･ﾘｻｲｸﾙ活動の推進

1．すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であること

15．歩道等が安全であり快適であること

31．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等による海洋汚染の防止

30．化学物質ﾀﾞｲｵｷｼﾝなどの化学物質による健康問題への対策

33．再利用､再使用などの推進により､循環型社会を構築すること

25．省資源､省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進

27．ｵｿﾞﾝ層の保護

26．再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入の推進

24．気候変動対策

12．身近に緑とふれあえる場所があること

29．森林の適切な管理の推進

28．酸性雨雪への対策

11．土に安心してふれられること

18．市全体の自然環境が豊かであること

16．公園等まちにゆとりのある空間があること

8．まちが静かであること

21．野生動物による農作物や生活への被害対策

19．自然とふれあう機会や場所が沢山あること

14．まち並みが美しいこと

20．外来種による生態系への影響についての対策

13．身近に水や水辺とふれあえる場所があること

42．家庭や事業所における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入等への､国や自治体に…

22．野生動植物の生息環境保全について

23．うるおいをもたらす里山があること

37．まつり､市､伝統芸能などの伝統的な行事

38．伝統工芸､郷土芸能などの伝統文化

10．地下水に恵まれていること

36．遺跡､史跡､記念碑､大木､樹木

34．古いまち並みや建物

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること

40．環境に関する情報提供や学習会の充実

41．環境活動を行う市民団体等との連携

39．歴史的な地名､町名

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること

35．近代的なまち並みや建築物

重要である やや重要である どちらとも言えない あまり重要でない 重要でない
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２．住まいの周辺の環境 

① 現状評価 

設問項目を満足度合いの高い順で並べると、最も評価が高かったのが「ごみやし尿処理が適切で衛生

的であること(衛生面)」で、「空気がきれいであること(大気、悪臭)」、「災害等の危険が少ないこと(安全

面)」が続いていた。なお、すべての設問で平均値である 3.0 ポイントを上回っており、住まい周辺の

環境に対しては、満足度が高いことがうかがえた。一方、満足度合いが低かったのは、「歩道等が安全

であり快適であること」であった。 

 

 

※数値は満足が５、やや満足が４、どちらともいえないが３、やや不満が２、不満が１とし合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

 

図 14 「住まいの周辺の環境」現状評価 

4.17

4.15
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3.98

3.93
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3.88
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3.58

3.57

3.48

3.45

3.31

3.18

3.16

3.11

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5

2．ごみやし尿処理が適切で衛生的であること(衛生面)

6．空気がきれいであること(大気、悪臭)

5．災害等の危険が少ないこと(安全面)

1．すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であること(快適

面)

12．身近に緑とふれあえる場所があること(緑とのふれあい)

11．土に安心してふれられること(土壌汚染)

8．まちが静かであること(騒音・振動)

9．まちが清潔であること(美化)

7．川､水路がきれいであること(水質)

16．公園等まちにゆとりのある空間があること(ゆとりの空間)

3．日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと(利便面)

13．身近に水や水辺とふれあえる場所があること(水辺とのふれあい)

10．地下水に恵まれていること(地盤沈下)

14．まち並みが美しいこと(まち並みの美しさ)

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること(地域の個性)

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること(文

化財がまち並みに活用)

15．歩道等が安全であり快適であること(歩道等の安全性、快適性)
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図 15 「住まいの周辺の環境」現状評価内訳 

40.3

39.9

36.7

28.9

32.4

28.0

29.7

24.6

21.6

20.5

28.5

19.9

14.8

11.4

8.8

8.8

12.4

42.9

41.9

37.1

48.4

38.9

37.6

40.0

46.5

36.9

35.4

31.9

28.9

22.1

27.3

20.9

19.7

26.8

11.8 

13.2 

18.5 

15.7 

19.6 

29.9 

20.5 

21.3 

28.5 

28.7 

14.8 

34.4 

57.3 

45.7 

54.0 

54.5 

29.3 

3.6 

3.7 

5.9 

5.8 

7.6 

3.5 

8.1 

6.6 

10.8 

12.2 

17.7 

12.8 

4.3 

12.8 

12.1 

12.4 

22.3 

1.4 

1.4 

1.8 

1.3 

1.6 

1.0 

1.7 

1.0 

2.2 

3.3 

7.0 

4.0 

1.4 

2.9 

4.3 

4.6 

9.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2．ごみやし尿処理が適切で衛生的であること(衛生面)

6．空気がきれいであること(大気、悪臭)

5．災害等の危険が少ないこと(安全面)

1．すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であること(快適面)

12．身近に緑とふれあえる場所があること(緑とのふれあい)

11．土に安心してふれられること(土壌汚染)

8．まちが静かであること(騒音・振動)

9．まちが清潔であること(美化)

7．川､水路がきれいであること(水質)

16．公園等まちにゆとりのある空間があること(ゆとりの空間)

3．日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと(利便面)

13．身近に水や水辺とふれあえる場所があること(水辺とのふれあい)

10．地下水に恵まれていること(地盤沈下)

14．まち並みが美しいこと(まち並みの美しさ)

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること(地域の個性)

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること(文化財がまち並みに

活用)

15．歩道等が安全であり快適であること(歩道等の安全性、快適性)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満
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② 重要度 

設問項目を重要度合いの高い順で並べると、最も重要度が高かったのが「災害等の危険が少ないこと

(安全面)」で、「ごみやし尿処理が適切で衛生的であること(衛生面)」、「空気がきれいであること(大気、

悪臭)」が続いていた。一方、重要度合いが低かったのは、「伝統的なまち並みやまちのシンボル等があ

り愛着がもてること(地域の個性)」であった。 

 

 

 

※数値は重要であるが５、やや重要であるが４、どちらとも言えないが３、あまり重要でないが２、重要でないが１とし 

合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

 

図 16 「住まいの周辺の環境」重要度 
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3.86
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3.71
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5．災害等の危険が少ないこと(安全面)

2．ごみやし尿処理が適切で衛生的であること(衛生面)

6．空気がきれいであること(大気、悪臭)

3．日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと(利便面)

9．まちが清潔であること(美化)

7．川､水路がきれいであること(水質)

1．すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であること(快適面)

15．歩道等が安全であり快適であること(歩道等の安全性、快適性)

12．身近に緑とふれあえる場所があること(緑とのふれあい)

11．土に安心してふれられること(土壌汚染)

16．公園等まちにゆとりのある空間があること(ゆとりの空間)

8．まちが静かであること(騒音・振動)

14．まち並みが美しいこと(.まち並みの美しさ)

13．身近に水や水辺とふれあえる場所があること(水辺とのふれあい)

10．地下水に恵まれていること(地盤沈下)

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること(文化財がまち並

みに活用)

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること(地域の個性)
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図 17 「住まいの周辺の環境」重要度内訳 
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5．災害等の危険が少ないこと(安全面)

2．ごみやし尿処理が適切で衛生的であること(衛生面)

6．空気がきれいであること(大気、悪臭)

3．日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと(利

便面)

9．まちが清潔であること(美化)

7．川､水路がきれいであること(水質)

1．すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であるこ

と(快適面)

15．歩道等が安全であり快適であること(歩道等の安全性、快適性)

12．身近に緑とふれあえる場所があること(緑とのふれあい)

11．土に安心してふれられること(土壌汚染)

16．公園等まちにゆとりのある空間があること(ゆとりの空間)

8．まちが静かであること(騒音・振動)

14．まち並みが美しいこと(.まち並みの美しさ)

13．身近に水や水辺とふれあえる場所があること(水辺とのふれあい)

10．地下水に恵まれていること(地盤沈下)

17．文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされているこ

と(文化財がまち並みに活用)

4．伝統的なまち並みやまちのｼﾝﾎﾞﾙ等があり愛着がもてること(地域の

個性)

重要である やや重要である どちらとも言えない あまり重要でない 重要でない
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図 18 「住まいの周辺の環境」分散図 

 

図 19 「住まいの周辺の環境」分散図拡大部分 
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３．山形市の自然環境 

① 現状評価 

設問項目を満足度合いの高い順で並べると、最も評価が高かったのが「市全体の自然環境が豊である

こと市全体の自然環境が豊かであること」で、「自然とふれあう機会や場所が沢山あること」、「うるお

いをもたらす里山があること」が続いていた。一方、平均値である 3.0ポイントを下回っているのは、

「野生動植物の生息環境保全について」、「外来種による生態系への影響についての対策」、「野生動物に

よる農作物や生活への被害対策」であった。 

 

※数値は満足が５、やや満足が４、どちらともいえないが３、やや不満が２、不満が１とし合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

図 20 「山形市の自然環境」現状評価 

 

 

図 21 「山形市の自然環境」現状評価内訳 
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20．外来種による生態系への影響についての対策

21．野生動物による農作物や生活への被害対策

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満
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② 重要度 

設問項目を重要度合いの高い順で並べると、最も重要度が高かったのが「市全体の自然環境が豊である

こと」で、「野生動物による農作物や生活への被害対策」と「自然とふれあう機会や場所がたくさんある

こと」が続いていた。一方、重要度合いが低かったのは「うるおいをもたらす里山があること」であった。 

 

 

※数値は重要であるが５、やや重要であるが４、どちらとも言えないが３、あまり重要でないが２、重要でないが１とし 

合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

図 22 「山形市の自然環境」重要度 

 

 

図 23 「山形市の自然環境」重要度内訳 
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図 24 「山形市の自然環境」分散図 

 

図 25 「山形市の自然環境」分散図拡大部分 
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４．地球規模の環境問題、循環型社会の構築、環境教育・情報発信 

① 現状評価 

設問項目を満足度合いの高い順で並べると、最も評価が高かったのが「ごみの減量化・リサイクル活

動の推進」で、次いで「省資源、エネルギーの推進」が続いていた。 

一方、現状評価が最も低かったのは、「廃プラスチック等による海洋汚染の防止」であった。地球規

模の環境問題については、総じて現状評価は低い状況がうかがえた。 

 

 

 

※数値は満足が５、やや満足が４、どちらともいえないが３、やや不満が２、不満が１とし合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

 

図 26 「地球規模の環境問題、循環型社会の構築、環境教育・情報発信」現状評価 
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32．ごみの減量化･ﾘｻｲｸﾙ活動の推進

25．省資源､省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進

33．再利用､再使用などの推進により､循環型社会を構築すること

41．環境活動を行う市民団体等との連携

24．気候変動対策

40．環境に関する情報提供や学習会の充実

30．化学物質ﾀﾞｲｵｷｼﾝなどの化学物質による健康問題への対策

29．森林の適切な管理の推進

26．再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入の推進

42．家庭や事業所における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入等への､国や自治体による助成制度の

充実

27．ｵｿﾞﾝ層の保護

28．酸性雨雪への対策

31．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等による海洋汚染の防止
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図 27 「地球規模の環境問題、循環型社会の構築、、環境教育・情報発信」現状評価内訳 
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27．ｵｿﾞﾝ層の保護
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31．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等による海洋汚染の防止

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満
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② 重要度 

設問項目を重要度合いの高い順で並べると、最も重要度が高かったのが「ごみの減量化･リサイクル

活動の推進」で、「廃プラスチック等による海洋汚染の防止」が続いていた。なお、すべての設問で平

均値である 3.0ポイントを上回っており、地球規模の環境問題、循環型社会の構築、環境教育・情報発

信に対する関心の高さがうかがえた。 

 

 

 

 

※数値は重要が５、やや重要であるが４、どちらとも言えないが３、あまり重要でないが２、重要でないが１とし 

合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

 

図 28 「地球規模の環境問題、循環型社会の構築、、環境教育・情報発信」重要度 
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30．化学物質ﾀﾞｲｵｷｼﾝなどの化学物質による健康問題への対策

33．再利用､再使用などの推進により､循環型社会を構築すること

25．省資源､省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進

27．ｵｿﾞﾝ層の保護

26．再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入の推進

24．気候変動対策

29．森林の適切な管理の推進

28．酸性雨雪への対策

42．家庭や事業所における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入等への､国や自治体による助成制度の充実

40．環境に関する情報提供や学習会の充実

41．環境活動を行う市民団体等との連携
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図 29 「地球規模の環境問題、循環型社会の構築、、環境教育・情報発信」重要度内訳 
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重要である やや重要である どちらとも言えない あまり重要でない 重要でない
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図 30 「地球規模の環境問題、循環型社会の構築、、環境教育・情報発信」分散図 

 

図 31 「地球規模の環境問題、循環型社会の構築、、環境教育・情報発信」分散図拡大部分 
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５．その他（文化財・景観） 

① 現状評価 

設問項目を満足度合いの高い順で並べると、最も評価が高かったのが「まつり､市､伝統芸能などの伝

統的な行事」で、「伝統工芸､郷土芸能などの伝統文化」が続いていた。なお、すべての設問で平均値で

ある 3.0 ポイントを上回っており、文化財・景観については総じて現状評価が高い状況がうかがえた。 

 

 

図 32 「その他（文化財・景観）」現状評価 
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図 333 「その他（文化財・景観）」現状評価内訳 
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満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満
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② 重要度 

設問項目を重要度合いの高い順で並べると、最も重要度が高かったのが「まつり、市、伝統芸能など

の伝統的な行事」で、次いで「伝統工芸、郷土芸能などの伝統文化が続いていた。なお、すべての設問

で平均値である 3.0ポイントを上回っており、文化財・景観に対する関心の高さがうかがえた。 

 

※数値は重要が５、やや重要であるが４、どちらとも言えないが３、あまり重要でないが２、重要でないが１とし 

合計を回答者数で除し平均を求めたもの 

図 34 「その他（文化財・景観）」重要度 
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図 35 「その他（文化財・景観）」重要度内訳 
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図 36 「その他（文化財・景観）」分散図 

 

図 37 「その他（文化財・景観）」分散図拡大部分 
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６．現状評価の推移 

① 住まいの周辺環境 

（１）すがすがしい空気､うるおいのある緑が多い等､快適な環境であること(快適面) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 77.3％であり、H22年調査の 68.6％に比べて満足

度は 8.7ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 7.1％であり、H22年調

査の 9.6%に比べて不満度は 2.5ポイント改善していた。 

 

 

図 38 現状評価の推移 

 

（２）ごみやし尿処理が適切で衛生的であること(衛生面) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 83.2％であり、H22 年調査の 60.9％に比べて満足度は

22.3ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 5.0％であり、H22年調査の 13.5％に比べ

て不満度は 8.5ポイント改善していた。 

 

 

図 39  現状評価の推移 
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（３）日常の買い物､通勤､通学､医療機関の受診等の利便がよいこと(利便面) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせる 60.4％であり、H22 年調査の 62.1％に比べて満足度は 1.7

ポイント低下していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 24.7％であり、H22 年調査の 22.2％に比べて

不満度は 2.5ポイント増加していた。 

 

 

図 40  現状評価の推移 

 

（４）伝統的なまち並みやまちのシンボル等があり愛着がもてること(地域の個性) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 29.7％であり、H22年調査の 29.2％に比べて満足

度 0.5ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 16.4％であり、H22年調査

の 19.4％に比べて不満度は 3.1ポイント改善していた。 

 

 

図 41  現状評価の推移 
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（５）災害等の危険が少ないこと(安全面) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 73.8％であり、H22年調査の 63.6％に比べて満足

度は 10.2ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 7.7％であり、H22調査

の 15.2％に比べて不満度は 7.5ポイント改善していた。 

 

 

図 42 現状評価の推移 

 

（６）空気がきれいであること(大気、悪臭) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 81.8％であり、H22調査の 70.9％に比べて満足度

は 10.9ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 5.1%であり、H22年調査

の 10.6%に比べて不満度は 5.5ポイント改善していた。 

 

 

図 43 現状評価の推移 
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（７）川､水路がきれいであること(水質) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 58.5％であり、H22年調査の 49.0％に比べて満足

度は 9.5ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 13.0％であり、H22年調

査の 20.2％に比べて不満度は 7.2ポイント改善していた。 

 

 

図 44 現状評価の推移 

 

（８）まちが静かであること(騒音・振動) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 69.7%であり、H22年調査の 66.0%に比べて満足度

は 3.7ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 9.8%であり、H22年調査の

14.8%に比べて不満度は 5.0ポイント改善していた。 

 

 

図 45 現状評価の推移 
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（９）まちが清潔であること(美化) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 71.1％であり、H22年調査の 59.3％に比べて満足

度は 11.8ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 7.6％であり、H22年調

査の 14.1％に比べて不満度は 6.5ポイント改善していた。 

 

 

図 46 現状評価の推移 

 

 

（１０）地下水に恵まれていること(地盤沈下) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 36.9％であり、H22年調査の 36.0％に比べて満

足度は 0.9ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 5.7％であり、H22年

調査の 9.1％に比べて不満度は 3.4ポイント改善していた。 

 

 

図 47 現状評価の推移 
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（１１）土に安心してふれられること(土壌汚染) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 65.6％であり、H22年調査の 58.6％に比べて満

足度は 7.0ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 4.5％であり、H22年

調査の 5.1％に比べて不満度は 0.6ポイント改善していた。 

 

 

図 48 現状評価の推移 

 

（１２）身近に緑とふれあえる場所があること(緑とのふれあい) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 71.3%であり、H22年調査の 70.0%に比べて満足

度は 1.3ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 9.2%であり、H22年調

査の 10.2%に比べて不満度は 1.0ポイント改善していた。 

 

 

図 49 現状評価の推移 
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（１３）身近に水や水辺とふれあえる場所があること(水辺とのふれあい) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 48.8％であり、H22年調査の 45.2％に比べて満

足度は 3.6ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 16.8％であり、H22

年調査の 24.7％に比べて不満度は 7.9ポイント改善していた。 

 

 

図 50 現状評価の推移 

 

（１４）まち並みが美しいこと(まち並みの美しさ) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 38.7％であり、H22年調査の 35.9％に比べて満

足度は 2.8ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 15.7％であり、H22

年調査の 18.8％に比べて不満度は 3.1ポイント改善していた。 

 

 

図 51 現状評価の推移 
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（１５）歩道等が安全であり快適であること(歩道等の安全性、快適性) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 39.2％であり、H22年調査の 31.3％に比べて満

足度は 7.9ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 31.6％であり、H22

年調査の 38.6％に比べて不満度は 7.0ポイント改善していた。 

 

 

図 52 現状評価の推移 

 

（１６）公園等まちにゆとりのある空間があること(ゆとりの空間) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 55.9％であり、H22 年調査の 50.7％に比べて満足度は

5.2ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 15.5％であり、H22年調査の 20.6％に比

べて不満度は 5.1ポイント改善していた。 

 

 

図 53 現状評価の推移 
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（１７）文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされていること(文化財がまち並みに活用) 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 28.5％であり、H22年調査の 24.3％に比べて満

足度は 4.2ポイント向上していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 17.0％であり、H22

年調査の 22.9%に比べて不満度は 5.9ポイント改善していた。 

 

 

図 54 現状評価の推移 
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② 山形市の自然環境 

（１）市全体の自然環境が豊かであること 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 61.6％であり、H22年調査の 63.0％に比べて満足

度は 1.4ポイント低下していた。一方、「不満」と「やや不満」と合わせると 6.5％であり、H22年調

査の 7.3％に比べて不満度は 0.8ポイント改善していた。 

 

 

図 55 現状評価の推移 

 

（２）自然とふれあう機会や場所が沢山あること 

現状評価で「満足」と「やや満足」を合わせると 57.6％であり、H22年調査の 58.2％に比べて満足

度は 0.6ポイント低下していた。また「不満」と「やや不満」と合わせると 11.4％であり、H22年調

査の 11.3％に比べて不満度は 0.1ポイント増加していた。 

 

 

図 56 現状評価の推移 
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Ⅲ．住まいの周辺（概ね５００ｍ範囲）環境について 

１．「空気がきれいであること」の現状評価において不満に感じる理由（複数回答） 

不満に感じる理由として最も多かったのは「自動車の排気ガス」で 47.1％、次いで「道路からの粉じ

ん」が 45.1％であった。 

 

 

図 57 回答割合 

 

２．「川、水路がきれいであること」の現状評価において不満に感じる理由（複数回答） 

不満に感じる理由として最も多かったのは「投棄ごみや浮遊物」で 70.6％であった。 

 

 

図 58 回答割合 
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３．「まちが静かであること」の現状評価において不満と感じる理由（複数回答） 

不満に感じる理由として最も多かったのは「自動車・バイクの走行等による道路の騒音・振動」で

67.7％であった。 

 

 

図 59 回答割合 

 

４．「まちが清潔であること」の現状評価において不満と感じる理由（複数回答） 

不満に感じる理由として最も多かったのは「空き缶やタバコの吸い殻等、ポイ捨てごみの散乱」で

55.8％、次いで「犬や猫等のペットのふん」が 40.3％であった。 

 

 

図 60 回答割合 
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Ⅳ．山形市の自然環境について 

１．「自然とのふれあいの場所が沢山あること」の満足度において不満に感じる理由（複数回答） 

不満に感じる理由として最も多かったのは「自然と親しめる公園などが少ない」で 53.0％であった。 

 

図 61 回答割合 

 

２．過去 1年以内に日常生活や仕事等で、動物による被害を受けたことがあるか。 

「被害を受けたことはない」が 35.1％であり、６割以上の市民が過去１年以内に被害を受けている

状況であった。被害の内訳をみると、「鳴き声やふん害により迷惑をかけられたことがある」が 31.6％

と最も多くなっていた。 

図 63の地域別でみると滝山、東沢地区など市の東部で農産物の被害が多く、鳴き声やふん害は鈴川、

滝山、南沼原地区など市内全域に及んでいる。また鳴き声やふん害、家屋への侵入ではネコが多く、集

団化した動物ではカラスの被害が多い状況がうかがえた。 

 

図 62 回答割合 
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図 63 地域別動物被害数 
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①  農作物や家庭菜園を荒らされたことがある 

 

図 64 地域別動物名 
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② 家屋等に侵入されたことがある 

 

図 65 地域別動物名 
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③ 鳴き声やふん害により迷惑をかけられたことがある 

 

図 66 地域別動物名 

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

ネ
コ

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

カ
ラ
ス

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

イ
ヌ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

ハ
ト

ハ
ト

ハ
ト

ハ
ト

ハ
ト

ハ
ト

ハ
ト

ハ
ト

ハ
ト

ス
ズ
メ

ス
ズ
メ

ス
ズ
メ

ス
ズ
メ

ス
ズ
メ

ス
ズ
メ

ス
ズ
メ

ス
ズ
メ

タ
ヌ
キ

キ
ジ

キ
ジ

キ
ジ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

ﾊ
ｸ
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾝ

サ
ル

ネ
ズ
ミ

ネ
ズ
ミ

ネ
ズ
ミ

ｳ
ｼ
ｶ
ﾞ
ｴ
ﾙ

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

コ
ウ
モ
リ

コ
ウ
モ
リ

コ
ウ
モ
リ

モ
グ
ラ

そ
の
他
鳥
類

そ
の
他
鳥
類

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36

第一

第二

第三

第四

第五

第六

第七

第八

第九

第十

鈴川

千歳

飯塚

大郷

大曽根

金井

椹沢

蔵王

高瀬

滝山

楯山

出羽

西山形

東沢

南沼原

南山形

村木沢

明治

本沢

山寺

その他

回答数



45 

④ 集団化した動物に迷惑をかけられたことがある 

 

図 67 地域別動物名 
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⑤ 動物からけが等を負わされたことがある 

 

図 68 地域別動物名 
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Ⅴ．地球規模の環境問題と循環型社会の構築について 

１．国民運動 COOL CHOICE（クールチョイス＝賢い選択）を認知状況 

国民運動 COOL CHOICE（クールチョイス＝賢い選択）を「知らない（今回の調査で初めて知った）」

市民が 72.5％を占めており、市民の認知度が低い状況であった。 

 

図 69 回答割合 

 

２．地球温暖化防止への取組みとして重要なもの（3つ選択） 

地球温暖化防止への取組みとして重要なものとして最も多かったのは「リサイクルの徹底などによ

るごみの減量化」で 52.6％、次いで「再生可能エネルギーの開発･導入」が 44.2％、「温室効果ガスの排

出量の抑制」が 38.3％と続いていた。 

 

図 70 回答割合 
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３．地球温暖化対策で市が重点的に取り組むべきこと（3つ選択） 

地球温暖化対策で重点的に取り組むべきこととして最も多かったのは、「市民や事業者に対して省エ

ネルギーの方法や再生可能エネルギーに関する情報を提供する」の 44.5%で、次いで「市民や事業者が

再生可能エネルギーを導入する際に市が助成をする」が42.7％、「小中学校での環境教育を充実させる」

が 37.1％と続いていた。 

 

図 71 回答割合 

 

４．循環型社会をつくるために、重要な取組み（3つ選択） 

循環型社会をつくるために重要な取組みとして最も多かったのは、「買い物のときは､マイバッグを

持参し､レジ袋を受け取らないようにする:リデュース」の 64.2%で、「日頃からごみの分別を徹底する：

リユース、リサイクル」が 54.5％、「雑がみ等の分別を行い、資源回収に出すようにする：リサイクル」

が 43.9％と続いていた。 

 

図 72 回答割合 
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Ⅵ．環境をよくするためにできること 

１．環境をよくするために心がけていること 

① 家の中 

環境をよくするために家の中で心がけていることや実際やっていることで最も多かったのは「水を

出しっぱなしにしないようにしている」が 95.1％で、次いで「ごみと資源の分別を徹底している」が

93.2％、「台所の排水にはごみが混ざらない工夫をしている（ろ紙やネットの使用）」が 91.3％と続いて

おり、これらの取組は大半の市民が心がけている状況がうかがえた。 

一方で、「生ごみを肥料として活用している」は 12.9％、「生ごみ処理機を利用している」は 4.6％に

留まっており、家庭において生ごみの処理・資源化は困難と考える市民が多い状況がうかがえた。 

 

 

図 73 「家の中」現状評価 
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1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水を出しっぱなしにしないようにしている

ごみと資源の分別を徹底している

台所の排水には､ごみが混ざらない工夫をしているろ紙やﾈｯﾄ

の使用

冷暖房の冷やしすぎや暖めすぎに気をつけている

雑がみ等の分別を行い､資源回収等に出している

電気器具をまめに消すようにしている

庭やﾍﾞﾗﾝﾀﾞなどで花や木を育てている

食品用発泡ﾄﾚｰや食品用透明容器を店頭回収に出している

風呂の残り湯で洗濯等をしている

不用品をﾘｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟやﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ等に出し､ﾘﾕｰｽを心がけて

いる

生ごみを肥料として活用している

生ごみ処理機を利用している

心がけている できていない 不明
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② 買い物など 

環境をよくするために買い物で心がけていることや実際やっていることで最も多かったのは「買い

物の際はマイバッグを持参するようにしている」が 94.3％であった。 

 

 

図 74 「買い物など」現状評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94.3

83.4

77.8

61.1

48.9

43.1

35.2

4.7

15.6

21.2

37.9

50.1

55.9

63.8

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

買い物の際はﾏｲﾊﾞｯｸﾞを持参するようにしている

LED電球や省ｴﾈ型家電などの環境にやさしい製品を購

入するようにしている

過剰な包装を断るようにしている

宅配便はできるだけ1回で受け取るようにしている

使い捨て製品はできるだけ使わないようにしている

再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品や再生紙製品を購入するようにして

いる

ﾘﾍﾟｱｼｮｯﾌﾟ修理できる店やﾘｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟをよく利用してい

る

心がけている できていない 不明
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③ その他 

その他に心がけていることや実際やっていることで最も多かったのは「タバコの吸い殻、ごみや空き

缶等の投げ捨てをしない」で 91.4％、「家庭や宴会で食べ残し食品ロスを減らすようにしている」が

84.3％と続いていた。 

一方で、「自家用車よりも徒歩や自転車を利用するようにしている」が 12.5％、「住宅に太陽光発電設

備を設置した」が 7.3％、「外食のときなど､割ばしの使用を自粛し､マイはしを使うようにしている」が

7.2％に留まっており、実施が困難と考える市民が多い状況がうかがえた。 

 

 

図 75 「その他」現状評価 

91.4

84.3

74.8

72.1

46.5

33.3

25.7

25.5

24.2

12.5

10.1

7.3

7.2

4.7

2.4

1.3

7.6

14.7

24.2

27.0

52.5

65.7

73.3

73.5

74.8

86.6

88.9

91.8

91.9

94.3

96.7

97.7

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ﾀﾊﾞｺの吸い殻､ごみや空き缶等の投げ捨てをしない

家庭や宴会で食べ残し食品ﾛｽを減らすようにしている

観光地など行楽に行ったときは､ごみを持ち帰るようにしている

自家用車を運転するときは､ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを実施している

市や地域などが行う環境美化活動や清掃活動に参加している

住宅にｴｺｷｭｰﾄなど消費効率の優れた給湯器を導入した

住宅の断熱改修を行った

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車や電気自動車など環境に配慮した車を購入した

自家用車よりも､徒歩や自転車を利用している

自家用車よりも､公共交通機関を利用するようにしている

動物による農作物被害や生活被害防止のための対策をして …

住宅に太陽光発電設備を設置した

外食のときなど､割ばしの使用を自粛し､ﾏｲはしを使うようにし …

ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞを利用している

住宅に木質ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞや薪ｽﾄｰﾌﾞを設置した

その他

心がけている できていない 不明
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２．SDGs（エスディージーズ）の認知状況 

SDGs（エスディージーズ）については「知らない（今回の調査で初めて知った）」が大半の 73.3％を

占めており、市民の認知度が低い状況であった。 

※SDGSとは「持続可能な開発目標」を指す言葉の略称。2015年（平成 27年）に国連で採択されたもの

で、環境を含めた 2030年までに達成すべき 17の目標と 169のターゲットで構成されている。 

 

図 76 回答割合 

 

３．快適な生活環境や地球環境問題対策について 

① 環境保全と経済活動 

現状評価で「Aに近い」と「やや Aに近い」を合わせると 53.7％であり、H22年調査の 49.8％に比

べて 3.9 ポイント増加していた。また「B に近い」と「やや B に近い」と合わせると 19.9％であり、

H22 年調査の 20.6％に比べて 0.7 ポイント低下していた。10 年前に比べて経済活動よりも環境保全を

優先にする傾向がうかがえた。 

 

 

 

 

図 77 回答割合の推移 

73.3%

13.7%

5.4%

5.3%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知らない(今回の調査で初めて知った)

言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

内容をある程度知っている

内容を知っている

無回答

20.5 

19.8 

33.2 

30.0 

23.0 

22.2 

14.6 

13.9 

5.3 

6.7 

3.3 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現状評価(R2)

現状評価(H22)

Ａに近い ややＡに近い どちらともいえない ややＢに近い Ｂに近い 不明

Ａの意見・・・産業や都市開発の大切だが、環境保全を優先し、快適な環境を守る方がよい 

Ｂの意見・・・環境保全も大切だが、産業や都市開発を優先し、経済活動を活発にした方がよい 



53 

② 環境保全と生活利便性 

現状評価で「Aに近い」と「やや Aに近い」を合わせると 32.3％であり、H22年調査の 33.7％に比

べて 1.4 ポイント低下していた。また「B に近い」と「やや B に近い」と合わせると 37.7％であり、

H22 年調査の 32.5％に比べて 5.2 ポイント増加していた。10 年前に比べて環境保全よりも生活の利便

性が優先される傾向がうかがえた。 

 

 

 

 

図 78 回答割合の推移 

 

③ 環境保全と経済的負担 

現状評価で「Aに近い」と「やや Aに近い」を合わせると 32.0％であり、H22年調査の 27.9％に比べて 4.2ポ

イント増加していた。また「B に近い」と「やや B に近い」と合わせると 36.0％であり、H22 年調査の 36.3％に比

べて 0.3 ポイント低下している。10 年前に比べて環境保全のために経済的負担が生じることもやむをえないと

考える傾向がうかがえた。 

 

 

 

 

図 79 回答割合の推移 
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10.7 

21.5

23.0 

25.7

26.5 

24.6

22.2 

13.1

10.3 

4.3

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現状評価(R2)

現状評価(H22)

Ａに近い ややＡに近い どちらともいえない ややＢに近い Ｂに近い 不明

7.7 

6.5 

24.3 

21.4 

27.5 

28.3 

20.5 

19.5 

15.5 

16.8 

4.4 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現状評価(R2)

現状評価(H22)

Ａに近い ややＡに近い どちらともいえない ややＢに近い Ｂに近い 不明

Ａの意見・・・環境保全のためには、生活が多少不便になるのはやむをえない 

Ｂの意見・・・環境保全は必要だが、生活が今より不便になるのは我慢できない 

Ａの意見・・・環境保全のために、経済的負担が生じることもやむをえない 

Ｂの意見・・・環境保全のために、経済的負担が生じることは好ましくない 
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４．環境保全のために参加・協力できること（複数回答） 

環境保全のための行動として参加・行動できることとして最も多かったのは「日常生活が多少不便に

なっても、環境に配慮した暮らしをする」で 50.2％であった。「特に参加、協力するつもりはない」は

10.3％に留まっていることから、約９割の市民に環境保全のために何らかの活動について参加・行動す

る意思がある状況がうかがえた。 

 

図 80 回答割合 

 

５．環境問題に関する情報で不足していると感じるもの（複数回答） 

環境問題に関する情報として不足しているものについて最も多かったのは「環境に配慮した暮らし

方やそのヒント」で 44.2％、次いで「再生可能エネルギーや省エネ技術の情報」が 37.4％、「地球環境

問題の全般的な動き」が 34.9％と続いていた。 

 

図 81 回答割合 

 

50.2%

41.6%

32.5%

10.3%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日常生活が多少不便になっても､環境に配慮した暮らしをする

環境保全のために､市民活動やｸﾘｰﾝ作戦等の行事に積極的に参加する

環境保全のためには､必要な費用はある程度支出する

特に参加､協力するつもりはない

その他

44.2%

37.4%

34.9%

32.8%

28.0%

26.1%

25.7%

24.7%

22.8%

19.7%

8.9%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環境に配慮した暮らし方やそのﾋﾝﾄ

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰや省ｴﾈ技術の情報

地球環境問題の全般的な動き

空気､水､騒音などの汚染や公害の現状

環境保全活動に対する支援やその内容

有害鳥獣対策の情報ｸﾏ､ｲﾉｼｼ､ｻﾙ等

ﾘｻｲｸﾙなどの環境保全活動を行っている団体やその内容

野生動植物の情報外来種､絶滅危惧種等

環境についての学習や活動の情報

市内の自然･景勝地や文化遺産についての情報

特に参加､協力するつもりはない

その他
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Ⅶ．環境学習について 

１．環境問題について話を聞いたり学んだりしていますか 

環境問題について「あまり学んでいない」が 55.1％と過半数を占めており、「積極的に学んでいる」

と「できるだけ学んでいる」を合わせた 25.1％の 2倍以上であった。 

 

 

図 82 回答割合 

 

２．環境学習ついてどのような形で学んでいますか 

環境問題について学ぶ形として最も多かったのは「市の広報誌･ホームページから」で 43.6％であっ

た。次いで「その他（テレビ、インターネット、新聞、書籍等）」が 18.5％と続いていた。  

 

 

図 83 回答割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6%

22.5%

55.1%

17.3%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

積極的に学んでいる

できるだけ学んでいる

あまり学んでいない

その他

無回答

43.6%

18.5%

13.9%

23.4%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市の広報誌･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから

学校･職場での講座

講演会･講座･ｲﾍﾞﾝﾄに参加

その他

無回答
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３．環境学習について学んでいない理由について 

環境問題について学んでいない理由として最も多かったのは「仕事や家事で時間がない」で 38.2％、

次いで「講座やイベント情報の情報が得られない」が 25.9％、「参加したい講座･イベントがない」が

13.1％と続いていた。なお、「環境に関心がない」は 4.2％に留まっていることから９割以上の市民は環

境学習に関心がある状況がうかがえた。 

 

図 84 回答割合 

 

４．環境学習について、どのような形であれば参加したいですか 

環境問題への参加の形として最も多かったのは「省エネ･節電等､暮らしに役立つエネルギーに関す

る講座･イベント」で 27.7％、次いで「環境に関するホームページを充実させる」で 13.4％、「ごみの減

量･分別に関する講座･イベント」が 13.1％と続いていた。 

 

図 85 回答割合 
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25.9%

13.1%

12.5%

4.2%

3.8%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事や家事で時間がない

講座やｲﾍﾞﾝﾄ情報の情報が得られない

参加したい講座･ｲﾍﾞﾝﾄがない

学ぶ場所が少ない

環境に関心がない

その他

無回答

27.7%

13.4%

13.1%

12.5%

12.3%

8.9%

8.1%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

省ｴﾈ･節電等､暮らしに役立つｴﾈﾙｷﾞｰに関する講座･ｲﾍﾞﾝﾄ

環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを充実させる

ごみの減量･分別に関する講座･ｲﾍﾞﾝﾄ

自然観察会など自然の中での体験

学校や地域が連携して行う環境教育･環境学習

地球温暖化防止についての講演会

環境に関するﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝの配信

その他
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環境に関する市民意識調査 調査票
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環境に関する市民意識調査 調査票

問１ あなたの性別、年齢、居住年数、職業、お住まいの地区についてお聞きします。下の表のあてはまる番号

に○を付けてください。 （令和２年２月１日現在でお答えください。） 

性   別 １．男    ２．女

年   齢

１． １０歳代

２． ２０歳代

３． ３０歳代

４． ４０歳代

５． ５０歳代

６． ６０歳代

７． ７０歳代以上

山形市居住年数

１．１年未満  

２．１～４年  

３．５～９年  

４．１０～１４年 

５．１５～１９年 

６．２０～２９年 

７．３０～３９年  

８．４０年以上

職   業

１．会社員、公務員、団体職員（勤務医、勤務看護師、教員、勤務弁護士などを含む）

２．商、工、サービス業などの自営及び家族従業者 

３．農業、林業、漁業などの自営及び家族従業者 

４．自由業（開業医、開業弁護士などを含む）

５．パート、アルバイト

６．専業主婦（主夫） 

７．学生 

８．無職（専業主婦または主夫以外の人）              

９．その他（           ）

お住まいの地区

※わからない場合は

その他に町名をお書

きください

１．第一 

２．第二 

３．第三 

４．第四 

５．第五 

６．第六

７．第七

８．第八

９． 第九

１０．第十

１１．鈴川

１２．千歳

１３．飯塚

１４．大郷

１５．大曽根

１６．金井

１７．椹沢

１８．蔵王

１９．高瀬

２０．滝山

２１．楯山

２２．出羽

２３．西山形

２４．東沢

２５．南沼原

２６．南山形

２７．村木沢

２８．明治

２９．本沢

３０．山寺

３１．その他

（      ）町

あなた自身の事柄についておたずねします
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問２ あなたは環境問題について、現状をどのように評価し、今後取り組むことがどのくらい重要であると思い

ますか。下記の（１）から（４２）の設問項目ごとに現状評価と重要度について、あなたの考えに一番近い

ものを、１つずつ選び、あてはまる番号に○を付けてください。 

（注１）集落、人里に接した山、あるいは、こうした地形において人間の影響を受けた生態系が存在している状態のこと。
（注２）気温の上昇などの気候変動への対策。原因となる温室効果ガスを抑える「緩和策」、気候変動による農作物の被害や自然災害、

健康への影響などの被害を防止、軽減していく「適応策」の二つがある。

設問項目

現 状 評 価 重 要 度

満
足

や
や
満
足

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

や
や
不
満

不
満

重
要
で
あ
る

や
や
重
要
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

あ
ま
り
重
要
で
な
い

重
要
で
な
い

住
ま
い
の
周
辺
の
環
境

(1) すがすがしい空気、うるおいのある緑が多い等、快適な環境で

あること  
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(2) ごみやし尿処理が適切で衛生的であること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(3) 日常の買い物、通勤、通学、医療機関の受診等の利便がよいこと １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(4) 伝統的なまち並みやまちのシンボル等があり愛着がもてること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(5) 災害等の危険が少ないこと １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(6) 空気がきれいであること  １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(7) 川、水路がきれいであること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(8) まちが静かであること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(9) まちが清潔であること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(10) 地下水に恵まれていること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(11) 土に安心してふれられること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(12) 身近に緑とふれあえる場所があること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(13) 身近に水や水辺とふれあえる場所があること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(14) まち並みが美しいこと １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(15) 歩道等が安全であり快適であること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(16) 公園等まちにゆとりのある空間があること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(17) 文化財や歴史的建造物がまち並みやまちづくりに活かされてい

ること
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

山
形
市
の
自
然
環
境

(18) 市全体の自然環境が豊かであること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(19) 自然とふれあう機会や場所が沢山あること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(20) 外来種による生態系への影響についての対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(21) 野生動物による農作物や生活への被害対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(22) 野生動植物の生息環境保全について １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(23) うるおいをもたらす里山（注１）があること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(24) 気候変動対策（注２） １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

環境問題全般についておたずねします。 

現状評価・重要度
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問３ ２ページ問２の「（６）空気がきれいであること」の現状評価において、不満、やや不満と回答した方に

お聞きします。不満に感じる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。

１ 工場・事業所の煙やにおい

２ 自動車の排気ガス

３ 道路からの粉じん

４ 空き地や畑の砂ぼこり

５ 畜舎や堆肥のにおい

６ 川や堰（水路）のにおい

７ 近所でのごみ焼却の煙やにおい

８ 飲食店や商店などからのにおい

９ その他（            ）

（注３）バイオマス燃料、太陽熱利用、雪氷熱利用、地熱利用、風力発電、太陽光発電など再生可能なエネルギーのこと。
（注４）地球の大気中でオゾンの濃度が高い部分で、地上から約１０～５０ｋｍの成層圏に多く存在する。オゾン層は太陽から有害

な紫外線の多くを吸収し、地上の生態系を保護する役割を果たしている。
（注５）化石燃料の資源の消費を抑制し、環境への負荷をできる限り低減させる社会のこと。

設問項目

現 状 評 価 重 要 度

満
足

や
や
満
足

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

や
や
不
満

不
満

重
要
で
あ
る

や
や
重
要
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

あ
ま
り
重
要
で
な
い

重
要
で
な
い

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
環
境
問
題

(25) 省資源、省エネルギーの推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(26) 再生可能エネルギー（注３）導入の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(27) オゾン層（注４）の保護 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(28) 酸性雨（雪）への対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(29) 森林の適切な管理の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(30) 化学物質（ダイオキシンなどの化学物質）による健康問題への

対策
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(31) 廃プラスチック等による海洋汚染の防止 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(32) ごみの減量化・リサイクル活動の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(33) 再利用、再使用などの推進により、循環型社会（注５）を構築す

ること
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

そ
の
他

(34) 古いまち並みや建物 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(35) 近代的なまち並みや建築物 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(36) 遺跡、史跡、記念碑、大木、樹木 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(37) まつり、市
いち

、伝統芸能などの伝統的な行事 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(38) 伝統工芸、郷土芸能などの伝統文化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(39) 歴史的な地名、町名 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(40) 環境に関する情報提供や学習会の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(41) 環境活動を行う市民団体等との連携 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

(42) 家庭や事業所における再生可能エネルギー導入等への、国や自

治体による助成制度の充実
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

現状評価・重要度

住まいの周辺（概ね約５００ｍ範囲）環境についておたずねします
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問４ ２ページ問２の「（７）川、水路がきれいであること」の現状評価において、不満、やや不満と回答した

方にお聞きします。不満に感じる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。

１ 工場・事業者の排水

２ 畜舎の排水

３ 家庭の排水

４ 投棄ごみや浮遊物

５ 藻類などの異常繁殖

６ 虫の発生

７ その他（             ）

問５ ２ページ問２の「（８）まちが静かであること」の現状評価において、不満、やや不満と回答した方にお

聞きします。不満に感じる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。

１ 工場・事業所の騒音・振動

２ 自動車・バイクの走行等による道路の騒音・振動

３ 鉄道の騒音・振動

４ 犬や猫等ペットの鳴き声

５ ピアノ等の楽器やテレビ、ステレオ、クーラー等の生活音

６ 古紙回収・資源回収等の音

７ 学校・幼稚園等の騒ぎ声・スピーカーの音

８ ゲームセンター、カラオケ、商店のスピーカー等

の音

９ その他（            ）

問６ ２ページ問２の「（９）まちが清潔であること」の現状評価において、不満、やや不満と回答した方にお

聞きします。不満に感じる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。

１ 河川敷や道路わき等へのまとまったごみの投棄

２ ごみ集積所の汚れ

３ 空き缶やタバコの吸い殻等、ポイ捨てごみの散乱

４ 土砂・泥等

５ 犬や猫等のペットのふん

６ 雑草

７ その他（            ）

問７ ２ページ問２の「（１９）自然とふれあう機会や場所が沢山あること」の現状評価において、不満、やや

不満と回答した方にお聞きします。不満に感じる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を付けてく

ださい。

１ 自然と親しめる公園などが少ない

２ ハイキングコースや遊歩道が整備されていない

３ 野鳥の森など自然とふれあえる施設が少ない

４ 自然観察会などの自然に親しめる行事が少ない

５ 自然との親しみ方についての情報が少ない

６ その他（            ）

問８ あなたは過去１年以内において、日常生活や仕事等で、動物による被害を受けたことがありますか。受け

たことがある場合は、あてはまる番号に○を付け、その動物名を教えてください。

１ 農作物や家庭菜園を荒らされたことがある。    （動物名                 ）

２ 家屋等に侵入されたことがある          （動物名                 ）

３ 鳴き声やふん害により迷惑をかけられたことがある （動物名                 ）

４ 集団化した動物に迷惑をかけられたことがある   （動物名                 ）

５ 動物からけが等を負わされたことがある      （動物名                 ）

６ 被害を受けたことはない

７ その他（                                         ）

山形市の自然環境についておたずねします
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問９ あなたは、国民運動 COOL CHOICE（クールチョイス＝賢い選択）を知っていますか。 

あてはまる番号に○を付けてください。

  ※COOL CHOICE とは、温室効果ガス削減のため、省エネ・エコドライブなど温暖化対策につながる賢い選択

を行う取組 

１ 内容まで知っており、賛同している

２ 内容まで知っている

３ 名前のみ知っている

４ 知らない（今回の調査で初めて知った）

問１０ あなたは、今後、地球温暖化防止への取り組みとしてどのようなことが重要だと思いますか。３つ選び、 

あてはまる番号に○を付けてください。

問１１ あなたは、地球温暖化対策で市が重点的に取り組むべきことは、次のうちどれだと思いますか。３つ選

び、あてはまる番号に○を付けてください。 

問１２ あなたは、循環型社会をつくるために、３Ｒ（リデュース：排出抑制、リユース：再使用、リサイクル：

再利用）のどの取組みに力を入れていけばよいと思いますか。３つ選び、あてはまる番号に○を付けてく

ださい。

１ 買い物のときは、マイバッグを持参し、レジ袋を

受け取らないようにする（リデュース）

２ 無駄なものは買わないようする（リデュース）

３ 詰め替え商品を買うようにする（リデュース、リ

ユース）

４ 日頃からごみの分別を徹底する（リユース、リサ

イクル）

５ 食品用発泡トレーや食品用透明容器は、店頭回収

に出すようにする（リサイクル）

６ 雑がみ等の分別を行い、資源回収に出すようにす

る（リサイクル）

７ リペアショップ（修理できる店）やリサイクルシ
ョップを利用する（リユース）

８ その他（               ）

（注６）太陽からの熱を封じ込め、地表を暖める働きがあるガス。（例 二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素等）
（注７）購入の必要性を十分に考慮し、品質や価格だけでなく、環境のことを考え、環境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを

環境負荷の低減に努めている事業者から購入すること。

１ 省エネ行動の実践

２ 省エネルギー機器の導入

３ 環境に配慮した自動車の導入や公共交通機関の

利用の促進等の交通対策

４ 事業所等の省エネルギーの推進

５ 再生可能エネルギーの開発・導入

６ リサイクルの徹底などによるごみの減量化

７ 緑化の推進

８ 環境の保護・保全に関する意識啓発活動

９ 温室効果ガス（注６）の排出量の抑制

10 その他（           ）

11 わからない

１ 公用車を環境に配慮した車にする

２ グリーン購入（注７）を推進する

３ 公共施設に省エネ機器を導入する

４ 公共施設に再生可能エネルギーを導入する

５ 市民や事業者に対して省エネルギーの方法や再

生可能エネルギーに関する情報を提供する

６ 小中学校での環境教育を充実させる

７ 市民や事業者が再生可能エネルギーを導入する際

に市が助成をする

８ 市民や事業者が建物等の省エネ改修を行う際に市

が助成をする

９ 地球温暖化対策を推進するため、市民や事業者が

参加する推進体制をつくる

10 その他（           ）

11 わからない

地球規模の環境問題と循環型社会の構築についておたずねします
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問１３ 環境を良くするために、あなたやご家族はどのようなことに心がけていますか。以下のすべての項目の

うち、日頃心がけていることや実際行っていることには○を、できていないまたは今後もできないと思う

ことには×を右の欄に記入してください。 

（注８）１台の自動車を複数の会員が共同で利用する自動車の利用形態。
（注９） 複数の動源を利用して走行する自動車のこと。

 項             目 欄 

家
の
中

１ 台所の排水には、ごみが混ざらない工夫をしている（ろ紙やネットの使用）  

２ ごみと資源の分別を徹底している  

３ 生ごみ処理機を利用している  

４ 生ごみを肥料として活用している  

５ 食品用発泡トレーや食品用透明容器を店頭回収に出している  

６ 雑がみ等の分別を行い、資源回収等に出している  

７ 不用品をリサイクルショップやフリーマーケット等に出し、リユースを心がけている  

８ 電気器具をまめに消すようにしている  

９ 水を出しっぱなしにしないようにしている  

10 冷暖房の冷やしすぎや暖めすぎに気をつけている  

11 風呂の残り湯で洗濯等をしている  

12 庭やベランダなどで花や木を育てている  

買
い
物
な
ど

13 ＬＥＤ電球や省エネ型家電などの環境にやさしい製品を購入するようにしている  

14 買い物の際はマイバッグを持参するようにしている  

15 過剰な包装を断るようにしている  

16 使い捨て製品はできるだけ使わないようにしている  

17 リペアショップ（修理できる店）やリサイクルショップをよく利用している  

18 再生プラスチック製品や再生紙製品を購入するようにしている  

19 宅配便はできるだけ 1回で受け取るようにしている  

そ
の
他

20 カーシェアリング（注８）を利用している  

21 自家用車よりも、徒歩や自転車を利用している  

22 自家用車よりも、公共交通機関を利用するようにしている  

23 自家用車を運転するときは、エコドライブを実施している  

24 タバコの吸い殻、ごみや空き缶等の投げ捨てをしない  

25 観光地など行楽に行ったときは、ごみを持ち帰るようにしている  

26 市や地域などが行う環境美化活動や清掃活動に参加している  

27 外食のときなど、割ばしの使用を自粛し、マイはしを使うようにしている。  

28 家庭や宴会で食べ残し（食品ロス）を減らすようにしている  

29 住宅の断熱改修を行った  

30 住宅にエコキュートなど消費効率の優れた給湯器を導入した  

31 ハイブリッド車（注９）や電気自動車など環境に配慮した車を購入した  

32 住宅に太陽光発電設備を設置した  

33 住宅に木質ペレットストーブや薪ストーブを設置した  

34 動物による農作物被害や生活被害防止のための対策をしている  

35 その他（                                 ）  

環境をよくするため，あなたができることについておたずねします
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問１４ あなたはＳＤＧｓ（エスディージーズ）を知っていますか。あてはまる番号に○を付けてください。

※ＳＤＧｓとは「持続可能な開発目標」を指す言葉の略称。２０１５年（平成２７年）に国連で採択され

たもので、環境を含めた２０３０年までに達成すべき１７の目標と１６９のターゲットで構成されている。 

１ 内容を知っている

２ 内容をある程度知っている

３ 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

４ 知らない（今回の調査で初めて知った）

問１５ 快適な生活環境や地球環境問題対策について、次の（１）から（３）のような視点があります。（１）

から（３）に関して、あなたの考えは、Ａ、Ｂの２つの意見のどちらに近いですか。あてはまる番号に○

を付けてください。 

（１） 環境保全と経済活動    （２）環境保全と生活利便性    （３）環境保全と経済的負担 

Ａの意見 

Ａ
に
近
い

や
や
Ａ
に
近
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
Ｂ
に
近
い

Ｂ
に
近
い

Ｂの意見 

（１） 

産業や都市開発も大切だが、環

境保全を優先し、快適な環境を

守る方がよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

環境保全も大切だが、産業や都市開発

を優先し、経済活動を活発にした方が

よい 

（２） 
環境保全のためには、生活が多

少不便になるのはやむをえない 
１ ２ ３ ４ ５ 

環境保全は必要だが、生活が今より不

便になるのは我慢できない 

（３） 
環境保全のために、経済的負担

が生じることもやむを得ない 
１ ２ ３ ４ ５ 

環境保全のために、経済的負担が生じ

ることは好ましくない 

問１６ あなたが環境保全のために行動するとすれば、どのようなことに参加・協力できますか。あてはまる番 

号すべてに○を付けてください。 

問１７ あなたが環境問題に関する情報について、不足していると感じているものはどのようなことですか。あ 

てはまる番号すべてに○を付けてください。 

１ 環境保全のために、市民活動やクリーン作戦等の

行事に積極的に参加する 

２ 日常生活が多少不便になっても、環境に配慮した

暮らしをする 

３ 環境保全のためには、必要な費用はある程度支出

する 

４ その他（                 ） 

５ 特に参加、協力するつもりはない 

１ 空気、水、騒音などの汚染や公害の現状 

２ 地球環境問題の全般的な動き 

３ 市内の自然・景勝地や文化遺産についての情報 

４ 環境に配慮した暮らし方やそのヒント 

５ 環境についての学習や活動の情報 

６  リサイクルなどの環境保全活動を行っている団

体やその内容 

７ 環境保全活動に対する支援やその内容 

８ 野生動植物の情報（外来種、絶滅危惧種等） 

９ 有害鳥獣対策の情報（クマ、イノシシ、サル等）

10 再生可能エネルギーや省エネ技術の情報 

11  その他（            ） 

12  特に不足している情報はない 
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問１８ あなたは、環境問題について話を聞いたり学んだりしていますか。あてはまる番号に○を付けてくださ

い。

１ 積極的に学んでいる  →問１９へ

２ できるだけ学んでいる →問１９へ

３ あまり学んでいない  →問２０、２１へ

４ 全く学んでいない   →問２０、２１へ

問１９ 問１８で１、または２と回答した方にお聞きします。どのような形で学んでいますか。あてはまる番号

に○を付けてください。

１ 学校・職場での講座

２ 講演会・講座・イベントに参加

３ 市の広報誌・ホームページから

４ その他（                 ）

問２０ 問１８で３、または４と回答した方にお聞きします。学んでいない理由は何ですか。あてはまる番号に

○を付けてください。

１ 仕事や家事で時間がない

２ 学ぶ場所が少ない

３ 講座やイベント情報の情報が得られない

４ 参加したい講座・イベントがない

５ 環境に関心がない

６ その他（                 ）

問２１ 問１８で３、または４と回答した方にお聞きします。どのような形であれば参加したいですか。 

あてはまる番号に○を付けてください。

１ 自然観察会など自然の中での体験 

２ ごみの減量・分別に関する講座・イベント 

３ 省エネ・節電等、暮らしに役立つエネルギーに関

する講座・イベント 

４ 地球温暖化防止についての講演会 

５ 学校や地域が連携して行う環境教育・環境学習 

６ 環境に関するホームページを充実させる

７ 環境に関するメールマガジンの配信

８ その他（                 ）

最後に、あなたが考える様々な環境問題を解決するためのアイデア、また、市に対するご意見、ご要望等があ

りましたらご自由に記入してください。 

ご協力いただきありがとうございました。 

同封の返信用封筒（切手不要）に入れて３月１３日（金）までに郵便ポストにご投函をお願

いします。

環境学習についておたずねします


